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山口市で、県警、銀行協会をかたる
不 審 電 話 が 連 続 発 生 ！

現在６月２０日（金）から県警、銀行協会をかたる不審電話が山口

市、下関市で連続発生しています。

今後も県内各地で同種の不審電話が発生するおそれがありますので、

注意をお願いします。

事案の概要
６月２６日午前１１時ころ、山口市居住の

Ａさん（７０歳代女性）方に、県警や全国銀

行協会を名乗る男等から、

金融機関に情報を流した者がいる。

その中にあなたの口座もある。

現金を引き出して。全国銀行協会が新しい口座を準備する。

等と電話がかかってきました。

話を信用したＡさんが金融機関に赴き、窓口で預金の引き出しを

申し出たところ、応対した金融機関職員がＡさんの話に不審な点が

あったため、引き出しを引き止めました。

その後、Ａさんは不審に思い、警察に通報したことから、被害の

発生はありませんでした。

☆ 官公庁をかたる不審電話に対しては、相手
の電話番号、氏名を確認し、一旦電話を切り、
タウンページ等でその電話番号を確認してく
ださい。

☆ 相手の話を信じて、すぐに要求に応じるこ
となく、まずは家族等に相談するとともに、
警察に通報してください。

みんなでつくろう 安心やまぐち

～ 子供、女性、高齢者を守ろう ～




